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本研究の目的は,オンラインで実施されたプロジェクト型学習(以下,PBL)のグループ活動におけるテ

ィーチングアシスタント(以下,TA)の支援活動の内容とその特徴を明らかにすることである.グループ

活動における TA の支援の内容に着目し,質的な分析を行なった. 

その結果,本研究対象における TA の支援は,【当事者意識を含む「問いの設定」の支援】,【学生の試

行錯誤を伴う活動の支援】,【実行可能性の促しや後押しを含む周辺的な支援】の 3 つに分類できた.

中でも『TA と受講生の認識のすり合わせ』が多く見られることがわかった. 

PBL の支援にあたって,『TA と受講生の認識のすり合わせ』を前提に,TA はファシリテータ 

ーや学生と教員の架け橋になる役割を担うことが明らかになった. 
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